







































































た理由としては，組織構造自体が Herbert Simon のいう準分解可能性を持つ，自社の最重要の
共特化資源である人的資源を大事にし，事業環境の変化にアンテナをはっている。このようなトッ
プ・マネジメントがいる故，同社はダイナミック・ケイパビリティを有していると考えられる。
　本研究はアリペイの経緯を明らかにする中で，ダイナミック・ケイパビリティがアリペイの発
展と競争優位性を保つために役に立つことを示した。今後の市場環境の変化はさらに激しさを増
すと考えられ，市場競争におけるダイナミック・ケイパビリティの重要度の高さを再認識する必
要がある。
　最後に，本研究の限界を述べ，今後の研究課題を明らかにした。
